
SS-MIX2利活用ノススメ

九州大学病院

メディカル・インフォメーションセンター

山下貴範、中島直樹

第41回医療情報学連合大会（JCMI2021） in 名古屋 (2021.11.18)
チュートリアルB-1：SS-MIX2初級編
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【演題名】

SS-MIX2利活用ノススメ

【筆頭演者】

山下 貴範（九州大学病院）

私が発表する今回の発表演題において開示するべきCOIはありません

第41回医療情報学連合大会 COI開示
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➢ 2004年度 静岡県版電子カルテシステム事業

➢ 2006年度 厚生労働省電子的診療情報交換推進事業(SS-MIX)

➢ 2011年度 SS-MIX2 新規リリース

➢ 2013年度以降 国立大学BCP、MID-NET構築

➢ 2014年度以降 臨床学会主導データベース事業

➢ 2015年度 SS-MIX2標準化ストレージ 厚生労働省標準規格

➢ 2018年度 臨床中核拠点病院

SS-MIX：Standardized Structured Medical Information eXchange

SS-MIX、SSMIX2

医療情報の電子化・標準化

医療機関を対象とした医療情報の交換・共有による医療の質の向上 など

普及

参照系

解析系
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3SS-MIXにおいて実現する機能 SS-MIX普及推進コンソーシアムHPより
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HL7 ver2.5

データ種別 標準CD

患者基本
移動。。。

ADT

病名 PPR ICD10

食事 OMD

薬剤オーダ
実施

OMP HOT

検体検査オーダ
結果

OML JLAC

放射線オーダ
結果

OMG

内視鏡オーダ
結果

OMG

生理検査オーダ
結果

OMG

標準化
ストレージ

SS-MIX2 ストレージ

拡張
拡張

ストレージ

病院情報
システム
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MSH|^~¥&|E-X|^407^L|GW|^123456|P|2.5||||||~ISO IR87||ISO 2022-1994

PID|0001||1234567890^PI||九大^太郎^^L^I~キュウダイ^タロウ
^^L^P||20990101|M|||^^^^000-9999^JPN^H^福岡市東区馬出xx-xx-x 
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IN1|1|67^国民健康保険法による退職者医療^JHSD0001|000~000||||３９４４９|０２９
|20131201|20140331||||SEL^本人^HL70063

OBX|1|NM|3A010000002327101^総蛋白^JC10^0000100^総蛋白
^99Z14||5.2|g/dL^g/dL^99Z15|6.7-8.3|L|||F||S|209905040725

OBX|2|NM|3A015000002327101^アルブミン^JC10^0000200^アルブミン
^99Z14||3.0|g/dL^g/dL^99Z15|4.0-5.0|L|||F||S|209905040725
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OBX|4|NM|3C015000002327101^クレアチニン^JC10^0000400^クレアチニン
^99Z14||0.55|mg/dL^mg/dL^99Z15|0.40-0.70||||F||S|209905040725

SS-MIX2（検体検査結果 OML）
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標準化ストレージ

J-Impact
日本循環器学会

J-Dreams
日本糖尿病学会

J-CKD-DB
日本腎臓学会

MID-NET

クリニカルパス標準化
AMED

臨床観察研究支援事業
COS3

災害時BCP
(GEMINI)

ゆけむりネット
（別府）

業務
研究

病院情報システム

臨中ネット
AMED

D-Transmix
日本医療情報学会

画像
レポート

検査
システム

放射線
システム

薬剤
システム

生理検査
システム

物流
システム

手術
システム

業務改善DB
(事業終了)

レセプト
DPC

・患者基本情報
・病名（ICD10）
・処方、注射（HOT）
・検体検査（JLAC10）
など

SS-MIX2

拡張ストレージ

「うつ」リワーク
(研究終了)

薬剤市販後調査
(研究終了)

電子カルテ
オーダリング
クリニカルパス
各検査結果

医事会計
DPC
・
・
・

RWDを用いたデータ駆動型事業・研究（九州大学病院）

J-MID
日本医学放射線学会
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参照系・地域連携

Kyushu University UI project  Kyudai Taro,2007 7
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病院情報システム

検体検査

放射線

薬剤

生理検査

物流

手術

電子カルテ

オーダリング

医事システム

DPC

テンプレート

・患者属性
・病名 (ICD10)
・医薬品 (HOT、YJ)
・検体検査 (JLAC)

SS-MIX2

…

InterSysetms社製

NTTデータ東海

標準化ストレージ

物流
手術
クリニカルパス
レセプト

データ集計・分析
（DeepSee）

業務改善DB

Caché、（InterSystems社製）を利用し、ＨＩＳの各データを連携。
各業務に特化した集計、分析を目的とした医療情報データベース。
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病院情報システム

検体検査

放射線

薬剤

生理検査

物流

手術

電子カルテ

オーダリング

医事システム

DPC

テンプレート

・患者属性
・病名 (ICD10)
・医薬品 (HOT、YJ)
・検体検査 (JLAC)

SS-MIX2

…

InterSysetms社製

NTTデータ東海

標準化ストレージ

物流
手術
クリニカルパス
医事

データ集計・分析
（DeepSee）

業務改善DB

Caché、（InterSystems社製）を利用し、ＨＩＳの各データを連携。
各業務に特化した集計、分析を目的とした医療情報データベース。

収支分析

医薬品・検査分析
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10国立大病院災害対策バックアップ事業（BCP）

旭川医科大学
北海道大学
弘前大学
秋田大学
東北大学
山形大学
群馬大学
筑波大学
千葉大学
東京大学
東京大学医科学研究所
東京医科歯科大学
(医/歯)
新潟大学
信州大学
山梨大学
富山大学
金沢大学
福井大学
岐阜大学
名古屋大学
浜松医科大学

三重大学
滋賀医科大学
京都大学
大阪大学(医／歯)
神戸大学
鳥取大学
島根大学
岡山大学
広島大学
山口大学
香川大学
徳島大学
愛媛大学
高知大学
九州大学
佐賀大学
大分大学
長崎大学
熊本大学
宮崎大学
鹿児島大学
琉球大学

【東日本のデータセンター】

全国大学病院の
バックアップセンター

東日本地区
国立大学病院

西日本地区
国立大学病院

【西日本のデータセンター】

全国大学病院の
バックアップセンター

SS-MIX2
災害時参照用
ＷＥＢサーバ

SS-MIX2
電子ｶﾙﾃ
医事会計
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾀ

電子ｶﾙﾃ
医事会計
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾀ

災害時参照用
ＷＥＢサーバ

災害時に備え，全42国立大学病院の診療情報を東日本と西日本にある2つのデータセンターに保管する。
SS-MIX2を始め電子カルテデータ、医事会計データが対象となっている。文部科学省事業。



九州大学UIプロジェクト Kyudai Taro,2007

11国立大病院災害対策バックアップ事業（BCP）

災害時に備え，全42国立大学病院の診療情報を東日本と西日本にある2つのデータセンターに保管する。
SS-MIX2を始め電子カルテデータ、医事会計データが対象。

病院情報システム

検体検査

放射線

薬剤

生理検査

物流

手術

電子カルテ

オーダリング

医事システム

DPC

テンプレート

・患者属性
・病名 (ICD10)
・医薬品 (HOT、YJ)
・検体検査 (JLAC)
他

SS-MIX2

…

標準化ストレージ

電子カルテ
レセプト

東日本データ
センター

西日本データ
センター

専用線
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災害時に備え，全42国立大学病院の診療情報を東日本と西日本にある2つのデータセンターに保管する。
SS-MIX2を始め電子カルテデータ、医事会計データが対象と。

病院情報システム

検体検査

放射線

薬剤

生理検査

物流

手術

電子カルテ

オーダリング

医事システム

DPC

テンプレート

・患者属性
・病名 (ICD10)
・医薬品 (HOT、YJ)
・検体検査 (JLAC)
他

SS-MIX2

…

標準化ストレージ

電子カルテ
レセプト

東日本データ
センター

西日本データ
センター

専用線

検体検査結果

処方・注射
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医科・歯科レセコン

手動出力

レセプト電算仕様

医科レセコン

1週間または
1ヶ月に1回手動アップロード

院内ネットワーク
で送信

インターネット
ＶＰＮ(Ipsec+IKE）

で自動送信

レセ電

アップロード

システム

地域医療連携用診療情報記録条件仕様（医科）
（レセ電拡張形式）

検査システム

地域医療連携用診療情報記録条件仕様（検体検査結果）
（ＣＳＶ形式）

検査データ

ファイル

送信システム

１日1回自動送信

インターネット
ＶＰＮ(Ipsec+IKE）

で自動送信

医科診療所レセコン連携検査センター連携

調剤薬局レセコン連携

レセ電
形式

レセ電
形式

医科・歯科診療所・病院
レセプト電算データ連携

通信機器
（ Raspberry 

Pi ）

調剤レセコン

SS-MIX2
形式
に変換

SS-MIX2
形式
に変換

SS-MIX2
リポジトリ

NSIPS
形式

ＣＳＶ
形式

ＣＳＶ
形式

レセ電
拡張形式

JAHIS 医療情報連携基盤実装ガイド

レセコン編規格

NSIPS
形式

検査会社の
ネットワーク
または手動

院内ネットワーク
で送信

医科診療所の
検体検査結果情報が充実

薬局の調剤実施情報が充実

医科診療所の院外・院内の両方の
処方情報・注射情報が充実

医科・歯科診療所・電子カルテ未導入の病院の
院内の処方情報・注射情報が充実

検体検査

結果情報

調剤実施

情報

歯式情報 処方・注射

情報

NSIPS仕様
（テキスト形式）

レセコンで
会計処理確定後に
NSIPSを作成し

リアルタイムに自動送信

データ
センター

証明書

証明書

証明書

証明書

病院電子カルテ・ＰＡＣＳ連携

ＩＰ-ＶＰＮ
で自動送信

SS-MIX2
形式

電子カルテサーバ ＰＡＣＳサーバ

DICOM
形式

DICOM
形式

SS-MIX2
形式

画像情報

DPC・入院・外来

レセプトに対応

インターネット
ＶＰＮ(Ipsec+IKE）

で手動送信

インターネット
HTTPSで参照

インターネット
ＶＰＮ

で自動送信

JAHIS 医療情報連携基盤実装ガイド

検査編規格

SS-MIX2
形式
に変換

通信機器
（ Raspberry 

Pi ）

13
Copyright © 2021, CYBERLINKS co.,LTD, All rights reserved.

城北の杜様の場合はこのデータのみ。

青洲リンク 株式会社サイバーリンクスより提供

◆拡張ストレージ

• 病院の電子カルテ情報の
一部（医師の所見・文書、
画像）

• 薬局からのNSIPS仕様の
調剤情報

◆標準化ストレージ

• 参加医療機関の診療情報
• 検査センター：検査結果
• レセプト（処方情報）
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解析系

Kyushu University UI project  Kyudai Taro,2007 14
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SS-MIX2

Kyushu University Hospital

10の医療機関を対象とし、SS-MIX2標準化ストレージをベースに、投薬情報・副作用情報の全件サーベイ
ランス分析を行う疫学データベースを構築するプロジェクト。厚生労働省・PMDA事業。

MID-NET

平成30年度本格稼働
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蓄積・解析転送MID-NET変換標準化データ収集

530万人
2020年末

Map

A

Map

B

MID-NETシステム概要
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蓄積・解析転送MID-NET変換標準化データ収集

530万人
2020年末

Map

A
Map

B

データ品質管理

データ品質

2009年 2015年 2021年・・・

継続的なデータ品質管理が必要

2018年

・データ連携確認

・データ整合性確認

・標準コード整備

・マッピング表Bの整備
など

MID-NETシステム概要：データ品質管理
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厚生労働科研・AMED
「MID-NETを用いた医薬品等のベネフィット・リスク評価のた
めの薬剤疫学研究等の実践的な分析手法及び教育に関する研究」

（代表：中島直樹）
2014年度〜2015年度

AMED
「MID-NETを用いた医薬品等のベネフィット・リスク評価のた

めのデータ標準化の普及に関する研究」
（代表：中島直樹）

2016年度〜2018年度

2020/9/25
オンデマンド出版！

データ駆動型医学研究のためのデータ標準化・品質管理ノススメ－MID-NETを用いた医薬品
等のベネフィット・リスク評価のためのデータ標準化の普及に関する研究から－

• MID-NET本格稼働
• 本格運用中の手順
• リアルタイムツール
• アウトカム定義集
などの内容を追加。

AMED報告の内容そのままなので、
個人・法人への印税はゼロです

https://www.g10book.jp/posts/10528151/

AMED中島班
2019〜2021年度
バージョンアップ予定

教材への反映：データ品質管理
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データセンター
事務局

病院情報システム

検体検査

放射線

薬剤

生理検査

物流

手術

電子カルテ

オーダリング

医事システム

DPC

テンプレート

…

レセプト
DPC
画像
クリニカルパス、など

専用線

セキュリ
ティパック

Electronic Data Capture（EDC）のデータ源としてSS-MIX2を採用。
拡張ストレージと臨床データベースシステムを利用。

ゲートウェイ

Cloud

SS-MIX2

標準化ストレージ

拡張ストレージ

・患者属性
・病名 (ICD10)
・医薬品 (HOT、YJ)
・検体検査 (JLAC)

・画像
・各種レポート

電子カルテテンプレートの
項目を読み込み、出力
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https://e-path.jp

⚫ 2015年：日本医療情報学会と日本クリニカルパス学会で合同委員会を発足

情報交換・クリニカルパス標準データモデルの検討を開始

⚫ 2018年度〜2020年度：AMED実証研究事業

⚫ 2021年度：ePath Clubとして活動を継続中

（クリニカルパス標準データモデルの開発および利活用：代表：副島秀久）＝ePath

AMED ePath

https://e-path.jp/
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Path

クリニカルパス

医薬品
検体検査
病名

DPC

SSMIX2

包括医療費

統合解析ePath統合解析基盤

LHS

機械学習・他

済生会
熊本病院

九大病院

四国がんセンター
病院

NTT東日本
関東病院

リポジトリ

リポジトリ

リポジトリ

リポジトリ

匿
名
化
・
統
合

結果抽出

改訂パス
運用

データ収集

ePath概要

臨床家
ミーティング

パス
改訂案

ひな型パス → 電子カルテ出力 → リポジトリ → 統合解析基盤
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予定日超過退院症例の
割合は改定前に比較して

有意に減少！

体温V ：16/137人
穿刺部V： 6/137人

体温V ：5/35人
穿刺部V: 2/35人

全施設
パス改訂

P value
前 後

予定日超過退院
なし 112 34

0.018
あり 26 1

アモキシシリンの予防投与を術当日・翌日の2日間から術当日の1日へ短縮（施設Bのみ）

感染徴候を表すバリアンス発生状況も大きな増減はなし！

パス改訂後パス改訂前

アブレーションパス改訂効果

【共同企画2】
11月19日（金）9:10〜11:40 I会場

標準クリニカルパス（ePath）基盤とICTを用いた臨床業務負担軽減の取組み
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• 13の臨床研究中核病院（2021年現
在）が参加する、リアルワールドデータ
(RWD)からエビデンスを創出することを
目的とした事業

• 2018年に構築開始

• 幅広いRWD臨床研究への活用を目指
して現在構築中

• RWDを取り扱う人材育成も行っている

臨中ちゃん

臨中ネット（臨床研究中核病院ネットワーク事業）

クリニカルクエスチョンをはじめとする広範な課題に
Real World Evidenceとして回答できる
持続可能な臨床研究基盤の構築を通じ

最適な医療の実現に貢献する．

VISION

• 高い品質を確保するデータ管理

• 将来的な拡大を見据えたシステム設計

• 基盤を維持する自立的なエコシステムの検討・整備

• これらを支える人材育成の実施

MISSION

【シンポジウム3】
11月19日（金）14:10〜15:40 F会場

臨床研究中核病院ネットワークにおける基盤構築と人材育成の進捗と発展
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心電図、心エコー、カ
テーテル検査結果、手技
内容、右心カテーテル検

査結果、
etc

循環器

家族歴、体重、血圧、体
重、喫煙歴、 HbA1c、

etc

糖尿病

関連テーマのデータ

・・・

臨床中核
拠点病院

SSMIX2
DPC・レセプト

DWH
DPC・レセプト

SSMIX2
DPC・レセプト

RWE創出に向けた臨床研究中核病院間データ解析基盤

RWDからRWE創出
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データ収集
(情報収集)

九州大学病院他病院・診療所 他病院・診療所

データ蓄積
(情報基盤)

データ利用
(情報利活用)

レセプト・DPC
IFサーバ

SS-MIX
IFサーバ

SS-MIX2
標準化ストレージ

医療情報部

SS-MIX2
ファイル

レセプトDPC
データ

九州大学病院

レセプトDPC
データ

CRIN-Q

ビュー

SS-MIX取込みTool

ARO EDC

レセプト取込みTool

Oracle

CSVビュービュー

レジストリデータの入力と共
に診療データを活用

医療汎用DB整備（九大病院）

観察研究介入研究
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26医療汎用DB整備（九大病院）

汎用ＤＢ（医療データビューワー） 汎用DB参照用のツール
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データ品質管理

27
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28SS-MIX2 適合性検証（HL7協会）
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29SS-MIX2 適合性検証 1.2d

フォルダ構成に関する検証結果 ファイル内容のエラー、警告
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SSMIX2バージョン 1.2ｄ 1.2 f
実施日付 2020年2月 2020年11月

検証ファイル数 19,139 48,760

検証対象患者数 47/10万人 2,528/11万人

開始日時 2020/2/13 15:21 2020/11/4 16:06

終了日時 2020/2/14 10:53 2020/11/6 16:13

稼働時間 19:32 48:07

処理時間（秒/件） 3.67 3.55

ファイル/患者(平均) 407.21 19.28797468

SS-MIX2 適合性検証 1.2d→1.2f

【ディレクトリ構造検査（エラー）】
ADT-51 診療日ディレクトリとファイル名の診療日不一致
OML-01 ディレクトリ内にOML-02ファイルが存在。

【メッセージ種類別検査（主なエラー）】
コード指定不正：仕様以外のコード値を設定
値が存在／しない：使用しない／入力必須のフィールドで不正
コードタイプ指定不正：仕様以外のコードタイプを設定
データ型規定違反：データ型の規定に沿わない値を設定
文字種類違反：漢字、カナ、ローマ字のセットが不正
データ長不正：データ長が超過（あるいは不足）した文字数
反復数不正：最大繰り返し回数を超過し値を設定

【ディレクトリ構造検査（エラー）】
※発見されず※

【メッセージ種類別検査（主なエラー）】
コード指定不正：仕様以外のコード値を設定
値が存在／しない：使用しない／入力必須のフィールドで不正
コードタイプ指定不正：仕様以外のコードタイプを設定
データ型規定違反：データ型の規定に沿わない値を設定
文字種類違反：漢字、カナ、ローマ字のセットが不正
データ長不正：データ長が超過（あるいは不足）した文字数
反復数不正：最大繰り返し回数を超過し値を設定
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Seg 1回目：2020/2 SS-MIX2 1.2d 2回目：2020/11 SS-MIX2 1.2f

EVN 値が存在する 事象記録日時データ型不正、値が存在する

PID 文字種類違反、TS型規定違反 文字種類違反

NK1 続柄コード不正、HL70063でない 続柄コード不正、HL70063でない

PV1 文字種類違反、値が存在する 文字種類違反、値が存在する

PV2 値が存在する 値が存在する

OBX JC10でない、検査値未設定 JC10でない

AL1 アレルギー反応情報データ長不正

IN1 保険種別コード不正、値が未設定 保険種別コード不正、値が未設定

IAM 確認日時データ長不正 アレルギー反応情報/確認日時データ長不正、文字種類違反

PRB 値が存在する、値が未設定 値が存在する、値が未設定

ZI1 保険会社ID反復不正

ORC 文字種違反、オーダ番号文字長不正、依頼グループ番号文字長不正 文字種違反、オーダ有効日時データ型不正

OBR 値が存在する

ODS テキスト指示反復不正

TQ1 開始日時データ型不正

RXE 与薬量最小データ型不正 与薬量最小データ型不正、1日総投与量文字長不正

RXA 投薬終了日時/投薬量/投薬場所データ型不正 投薬終了日時/投薬場所データ型不正

SPM コーディングシステム指定不正

修正された不具合もあれば、
新たに発見された不具合もあった。

青：2回目に解消された不具合 赤：2回目で新たに発見された不具合

SS-MIX2 適合性検証 1.2d→1.2f
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九州大学病院
ガバナンスセンター

リアルタイム
バリデーションツール

マスタ
差分

ガバナンス
結果

ガバナンス
結果

⚫ マスタ差分を収集

⚫ 最適な標準コードの提案

⚫ 差分データの積み上げ

⚫ 標準コードのマッピング作業

⚫ 新コード付与確認

（週１回稼働中）

①

②

③

共有

診療科
病名
病名転帰
薬剤
持参薬
投与経路
用法
薬剤単位
検体検査
薬物血中検査
細菌結果

: ICD10、病名管理番号

: HOT、YJ
: HOT、YJ

: JAMI標準、MERIT-9
: MERIT-9
: JLAC10
: JLAC10
: JANIS, JLAC10

標準化コード管理・ガバナンス

標準化コード
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33ISO 技術仕様書（ISO TC215）

ISO/TS 24289/ Stage 60.00
International Standard under publication
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➢SS-MIX2：アプリケーションが共有可能

➢SS-MIX2：RWDの参照型からエビデンス創出を目的と

した、複数施設の統合解析型へ

➢RWD利活用の基礎データとして期待

➢データ品質管理・適合性検証・標準化コード管理

➢まもなく、ISO Technical Specificationへ

おわりに
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Thank you for your attention

yamashita.takanori.804@m.kyushu-u.ac.jp


